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プレスリリース 

 

シェフラー、サンダーソフトと中央車載 

コンピューティングプラットフォーム開発に向けた 

戦略的パートナーシップを締結 

 

• 将来の車両アーキテクチャーを見据えた中央集約型マルチドメインコンピューティ

ングプラットフォームの共同開発を推進 

• シェフラーのソフトウェア、システム、ハードウェアの専門性と、サンダーソフトのソ

フトウェアおよびプラットフォーム技術を融合 

• 中央集約型 E/E（電子/電気）アーキテクチャー分野におけるシェフラーの技術力と

市場ポジション強化に向けた重要なステップ 

2026年 5月 11日 | Herzogenaurach / Yokohama 

シェフラーは、中国のソフトウェア企業であるサンダーソフトと、将来の車両アーキテ

クチャーに向けた中央車載コンピューティングプラットフォームの共同開発および市

場展開に関する戦略的パートナーシップを締結しました。今回の提携は、ソフトウェ

アおよび AI を中心とした車両開発へと移行する自動車メーカーの取り組みを支援す

ることを目的としています。両社は、開発工数とシステムの複雑性を低減し、中央集

約型のソフトウェアおよびデータアーキテクチャーへの移行を支える、拡張性に優れ

たモジュール型ソリューションの構築に注力していきます。 

「中央車載コンピューターは、ソフトウェア定義型車両（SDV）における中核技術へと

進化しています。」と、Schaeffler AG  E-モビリティ事業部責任者の Thomas Stierle は

述べています。さらに次のように続けます。「当社は、自動車向けハードウェアおよび

システムに関する深い知見に加え、ソフトウェア領域での豊富な経験を有していま

す。これにサンダーソフトのソフトウェアおよびプラットフォーム技術を融合すること

で、安全性が求められる走行機能から先進運転支援システム、インフォテインメント

までを共通のハードウェア基盤上に統合できる拡張性に優れたコンピューティングソ

リューションを創出していきます。」 

分散 ECU から中央車載コンピューターへ 

自動車業界が従来の分散型 ECU（電子制御ユニット）アーキテクチャーから中央車

載コンピューターへと移行する中で、ハイパフォーマンスコンピューティング（HPC）プ

ラットフォームの重要性は一段と高まっています。これにより、パワートレイン、エネ

ルギー供給、走行機能、インフォテインメントといった複数の車両ドメインを中央のプ

ロセッシングユニットに統合することが可能になります。こうした統合は、柔軟な拡張

性とデータ中心の E/E アーキテクチャーを構築するための基盤となります。 



 

 

2 
 

 

相互に補完し合うハードウェアとソフトウェアのノウハウ 

シェフラーは、複雑な自動車用電子システムの開発から量産化、さらには大規模生

産に至るまで、長年にわたり培ってきた豊富な経験を有しています。これには、高い

安全性が求められる走行機能をはじめ、パワートレインシステム、シャシーソリュー

ション、バッテリーおよびエネルギーマネージメントが含まれます。 

サンダーソフトは、中央車載ソフトウェアプラットフォーム、オペレーティングシステ

ム、そしてインフォテインメントや運転支援システム向けのハイパフォーマンスコンピ

ューティング（HPC）アーキテクチャーに関するノウハウを通じて、シェフラーの強みを

補完します。さらに、サンダーソフトは、幅広く確立された技術エコシステムを活用で

きる環境も提供します。 

両社が緊密に連携することで、これまで複数の制御ユニットに分散していた機能を中

央車載コンピューターへ集約することが可能になります。これにより、システムの複

雑性が低減され、開発期間が短縮されるとともに、車種や市場の違いに応じて柔軟

かつコスト効率の高い拡張が可能になります。 

「中央集約型コンピューティングプラットフォームは、インテリジェントビークルの中核

技術になりつつあります。」と、サンダーソフトのインテリジェントオートモーティブ担当

バイスプレジデント Xu Dongchao 氏は述べています。さらに同氏は、「シェフラーとの

協業を通じて、ソフトウェア定義型車両（SDV）におけるイノベーションを加速し、グロ

ーバルに展開可能な柔軟で高性能なプラットフォームを提供していきます。」と語って

います。 

重点地域と今後の展望 

本協業の一環として、両社は、運転支援、インフォテインメント、走行系ドメインの機

能を柔軟な共通ハードウェア基盤上で実装する車載コンピュータープラットフォーム

向けの完全統合ソリューションを開発する計画です。初期の重点地域はアジア太平

洋地域および欧州となります。長期的には、中国および北米へと協業範囲を拡大し

ていく予定です。また、コネクテッドカーに関する各地域の規制要件についても、開発

の初期段階から考慮していきます。 

このパートナーシップを通じて、シェフラーは中央集約型 E/E アーキテクチャーにおけ

るシステムパートナーとしての地位をさらに強化し、ソフトウェア定義型モビリティへ

の変革を主体的にリードしていくという姿勢を明確に示しています。 
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（左から）Schaeffler AG ビークル &バッテリーコントロール事業部 ソフトウェ

ア定義車ストラテジー担当責任者 Gerd Winkler と、サンダーソフトのインテリ

ジェントオートモーティブ担当バイスプレジデント Xu Dongchao 氏。北京モー

ターショーにて戦略的パートナーシップを締結。 

写真：ThunderSoft 

 

注）本プレスリリースは現地時間 2026年 5月 11日付でドイツ・ヘルツォーゲンアウ

ラッハにおいて英語で発行されたものの日本語訳です。原文の英文と日本語訳の間

で解釈に相違が生じた場合には英文が優先します。 

 

************************************************************ 
シェフラーグループ  – We pioneer motion  

シェフラーグループは、80年以上にわたりモーションテクノロジーの分野で画期的な発明と開発を

推進してきました。電動モビリティや CO₂削減効率の高い駆動システム、シャシーソリューション、そ

して再生可能エネルギーのための革新的なテクノロジー、製品、サービスにより、シェフラーグルー

プは、モーションの効率性、インテリジェンス、持続可能性を高めるための、ライフサイクル全体に

わたる信頼できるパートナーです。シェフラーは、モビリティエコシステムにおける包括的な製品と

サービスの範囲を、ベアリングソリューションやあらゆる種類のリニアガイダンスシステムから修理

および監視サービスに至るまで、8つの製品ファミリーに分けて示しています。シェフラーは、約 11

万人の従業員と 55か国に約 250以上の拠点を持つ、世界最大級の同族会社でありドイツで最も

革新的な企業の一つです。 

 

 

 


